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平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心

　
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に

　

平
成
二
十
九
年
度
愛
媛
県
消
防

大
会
を
五
月
二
十
四
日
（
水
）
午

後
一
時
か
ら
松
山
市
道
後
町
二
丁

目
「
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
お
互
い
に
団
結
を
強

め
伝
統
あ
る
消
防
精
神
を
高
揚

し
、
消
防
活
動
に
対
す
る
県
民
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
愛
媛
県
議
会
議
長　

毛

利
修
三
様
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

を
迎
え
、
県
内
各
市
町
か
ら
消
防

関
係
者
等
約
七
百
五
十
名
が
参
加

し
た
。

　

大
会
で
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

と
し
て
中
村
時
広
知
事
が
全
県
域

で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
消
防

防
災
体
制
の
構
築
と
研
修
体
制
充

実
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
。
松
山
市
長
時
代
に
全
国
に
先

駆
け
て
取
組
ん
だ
機
能
別
消
防
団

員
制
度
や
防
災
士
の
育
成
事
業
を

県
下
全
域
で
取
組
ん
で
い
く
考
え

で
あ
る
旨
、
限
ら
れ
た
人
数
で
少

子
高
齢
化
社
会
と
い
う
現
実
を
乗

越
え
消
防
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
旨
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
土
居
会
長
か
ら
本
大

会
を
契
機
と
し
て
、
消
防
・
防
災

関
係
者
な
ど
多
様
な
主
体
が
一
致

協
力
し
て
、
命
を
守
る
地
域
防
災

力
の
強
化
に
邁
進
し
て
行
く
た
め

に
、
協
会
と
し
て
は
愛
媛
県
か
ら

の
新
規
委
託
事
業
と
な
る
「
未
来

の
消
防
団
加
入
促
進
事
業
」
や
継

続
事
業
と
な
る
「
消
防
団
員
確
保

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」「
女
性
消
防

団
員
加
入
促
進
ア
ピ
ー
ル
大
会
開

催
事
業
」
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
消
防

団
員
優
遇
制
度
「
え
ひ
め
愛
顔
で

消
防
団
員
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
団
員
確

愛
媛
県
消
防
大
会

平
成
二
十
九
年
度

五
月
二
十
四
日
　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

五
月
二
十
四
日
　
愛
媛
県
護
国
神
社

第
九
十
二
回

愛
媛
県
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

　

第
九
十
二
回
愛
媛
県
殉
職
消
防

職
団
員
慰
霊
祭
が
五
月
二
十
四
日

（
水
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら

愛
媛
県
護
国
神
社
に
て
執
り
行
わ

れ
た
。

　

祭
場
は
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
神

社
に
殉
職
消
防
職
団
員
六
十
五
柱

を
お
祀
り
し
、
ご
遺
族
、
消
防
協

会
役
職
員
及
び
県
下
の
消
防
団
幹

部
ほ
か
関
係
者
約
三
百
九
十
名
が

正
装
に
身
を
包
み
、
厳
粛
か
つ
威

儀
を
正
し
て
参
列
し
た
。

　

開
式
の
辞
に
始
ま
り
、
宮
司
に

よ
る
祝
詞
奏
上
、
祭
主
土
居
消
防

協
会
長
、
中
嶋
遺
族
会
長
、
参
列

者
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
、
諸
霊
の

冥
福
を
祈
り
、
慰
霊
祭

は
滞
り
な
く
終
了
し

た
。

　

そ
の
後
、
護
国
神
社

社
務
所
会
議
室
に
お
い

て
遺
族
会
総
会
に
移

り
、
九
月
十
四
日
に
執

り
行
わ
れ
る
全
国
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭
（
東
京

都
虎
ノ
門
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
）
へ
の
参
列
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
昼
食
を
共
に
し
な

が
ら
懇
談
し
、
納
会
と

な
っ
た
。

保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
旨
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
参
加
機
関
を
代
表
し

て
愛
媛
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
の

後
、
表
彰
に
移
り
消
防
団
協
力
事

業
所
知
事
表
彰
・
消
防
協
会
長
表

彰
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
長
表
彰
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
西
条
市
消
防
団
副
団
長　

高
橋
公
一
か
ら
「
受
賞
者
一
同
、

本
日
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
地

域
住
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

消
防
人
と
し
て
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
謝
辞
が

あ
っ
た
。

　

意
見
体
験
発
表
で
は
、
各
支
部

消
防
団
員
・
消
防
職
員
・
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
員
の
計
五
名
が
発
表
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
、
松
山
地
方
気
象
台
次

長　

阪
口
芳
敬
氏
を
講
師
に
迎
え

『
防
災
気
象
情
報
の
利
活
用
に
つ

い
て
』
近
年
の
自
然
災
害
の
発
生

状
況
や
情
報
の
効
果
的
な
利
用
方

法
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

【
表
　
彰
】

消
防
団
協
力
事
業
所
知
事
表
彰

・
愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合

・
有
限
会
社
別
紙
木
材
セ
ン
タ
ー

・
株
式
会
社
ご
ご
し
ま

消
防
協
会
長
表
彰
（
表
彰
旗
）

・
西
条
市
消
防
団

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長

表
彰

・
湯
山
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
山
市
）

【
意
見
体
験
発
表
】

東
予
支
部

　

西
条
市
消
防
団

　
　

副
団
長　

伊
東　

章

　
『
未
来
へ
つ
な
ぐ
消
防
団
活
動
』

中
予
支
部

　

松
前
町
消
防
団

　
　

団　

員　

濟
川　

健
太
郎

　
『
私
が
消
防
団
に
つ
い
て
思
う

　

こ
と
』

南
予
支
部

　

愛
南
町
消
防
団

　
　

副
団
長　

木
村　

俊
介

　
『
自
主
防
災
と
消
防
団
の
連
携
』

消
防
職
員

　

四
国
中
央
市
消
防
本
部

　
　

消
防
副
士
長　

金
子　

盛
秀

　
『
親
子
で
学
ぶ
！
水
の
事
故
予

　

防
教
室
』

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　

松
山
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

副
会
長　

一
色　

美
咲
枝

『
松
山
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
活
動
と
取
り
組
み
「
地

域
や
各
種
団
体
と
の
協
働
」』

開会式

知事あいさつ

講演
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愛
媛
県
機
能
別
消
防
団
員
確
保

　
　
　
　
　
　
推
進
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度

　
今
治
市
消
防
団
陸
地
部

　
合
同
新
人
団
員
研
修
会
に
参
加
し
て

今
治
市
消
防
団

　

団
員　

加か

藤と
う　

成し
げ
た
か崇

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
本
県
消
防
防
災
施
策
に
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
、

え
ひ
め
共
済
会
館
（
松
山
市
三
番

町
）
で
、
市
町
職
員
及
び
消
防
関

係
者
、
企
業
関
係
者
、
県
消
防
協

会
役
職
員
等
を
対
象
に
、
松
山
市

が
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
機

能
別
消
防
団
員
制
度
を
全
県
に
拡

大
さ
せ
、
消
防
団
員
の
確
保
を
図

る
た
め
、
本
県
主
催
の
「
機
能
別

消
防
団
員
確
保
推
進
大
会
～
多
様

な
人
材
を
活
か
し
た
地
域
防
災
力

の
向
上
を
目
指
し
て
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

　

冒
頭
の
中
村
知
事
の
講
話
で

は
、
松
山
市
長
時
代
に
、
自
助
・

共
助
の
最
大
の
力
と
な
る
自
主
防

災
組
織
に
魂
を
入
れ
る
た
め
、
防

災
士
の
資
格
取
得
を
促
進
し
た
こ

と
、
消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
、

女
性
消
防
団
員
を
誕
生
さ
せ
た
ほ

か
、
全
国
初
の
機
能
別
消
防
団

員
と
し
て
、
郵
政
消
防
団
員
を
導

入
し
た
こ
と
や
、
そ
の
後
、
学
生

消
防
団
員
、
事
業
所
消
防
団
員
へ

と
拡
大
さ
せ
た
経
緯
を
説
明
し
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
事
情
に
合
わ

せ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
工
夫
し
な

が
ら
、
機
能
別
消
防
団
員
に
つ
い

て
、
全
県
下
に
広
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
出
席
者
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
消
防
庁
防
災
課
地
域
防

災
室
の
天
利
室
長
か
ら
は
、
「
地

域
に
お
け
る
消
防
団
の
役
割
と
消

防
団
員
確
保
対
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
状
況

や
、
地
域
防
災
の
中
核
と
な
る
消

防
団
員
の
確
保
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
機
能
別
消
防
団
員
が
重
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
御
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
内
の
取
組
事
例
と

し
て
、
松
山
市
消
防
局
藤
井
副
主

幹
と
同
市
消
防
団
羽
野
事
業
所
団

員
か
ら
松
山
市
の
事
業
所
消
防
団

員
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
八
幡

浜
市
消
防
団
井
上
副
団
長
か
ら
消

防
団
支
援
団
員
（
団
Ｏ
Ｂ
）
の
取

　

四
月
よ
り
東
京
か
ら
関
前
諸
島

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
夫

婦
で
移
住
し
、
夫
婦
で
消
防
団
に

入
団
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日

（
日
）
今
治
市
立
大
西
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
二
十
九
年

度
今
治
市
消
防
団
陸
地
部
合
同
新

人
団
員
研
修
会
に
夫
婦
で
参
加
致

し
ま
し
た
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
ず
研
修
会
に

参
加
し
て
い
る
な
か
、
消
防
特
有

の
規
律
や
上
下
関
係
を
重
ん
じ
る

動
き
に
や
や
戸
惑
い
を
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
消
防
署
の

方
々
の
講
義
を
受
け
て
い
る
う
ち

に
、
な
ぜ
こ
の
様
な
規
律
・
動
作

が
あ
る
の
か
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
人
の
命
が
掛
か
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
一
人
で
も
間
違
っ

た
動
き
を
す
れ
ば
助
か
る
命
も
助

か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
指
揮
命
令

系
統
が
狂
え
ば
、
間
違
っ
た
情
報

に
な
っ
た
り
、
情
報
が
届
か
な

か
っ
た
り
し
て
現
場
が
混
乱
し
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
為
の
規
律
・
動

作
だ
と
言
う
事
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

そ
の
気
持
ち
が
分
か
れ
ば
研
修

に
も
身
が
入
り
ま
す
。
基
本
動
作

や
消
防
機
器
の
説
明
・
ホ
ー
ス
の

使
い
方
な
ど
、
初
め
て
の
私
達
に

も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　

教
え
て
頂
い
た
事
を
実
践
出
来

組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
機
能
別
消
防

団
員
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
す
る

市
町
に
と
っ
て
、
非
常
に
参
考
と

な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

　

県
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
大
規
模
災

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
こ
の
大
会
を
契

機
に
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
て
特
定
の
活
動
や

役
割
を
担
う
「
機
能
別

消
防
団
員
」
の
確
保
対

策
を
、
民
間
企
業
や
行

政
機
関
な
ど
、
地
域
の

多
様
な
主
体
の
連
携
の

も
と
推
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
市
町
を
訪

永な
が

井い 　
孝た

か
し

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
機
能
別
消

防
団
員
制
度
の
導
入
・
拡
充
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

支部だより

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
、
島
民
の
安
全
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
関
前
方
面
隊
に
私
を

含
め
六
名
入
団
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
六
名
で
諸
先
輩
方
が
築

い
て
き
た
伝
統
あ
る
関
前
方
面
隊

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
す
る

べ
く
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

愛
媛
県
県
民
環
境
部

防
災
局
消
防
防
災
安
全
課
長
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女
性
消
防
団
だ
よ
り

部
長
　
立た

て
い
し石

　
和か

ず

子こ

愛
南
町
消
防
団

女
性
部
発
足
三
年
目

　
　
　
　
　
日
々
勉
強
中
で
す

消
防
士　

山や
ま
し
た下　

宏ひ
ろ
ゆ
き幸

伊
予
消
防
等
事
務
組
合

伊
予
消
防
署

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

伊
予
市

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
愛
南
町

は
、
自
然
豊
か
で
温
暖
な
気
候
が

と
て
も
過
ご
し
や
す
い
地
域
で

す
。
し
か
し
、
近
年
、
日
本
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
巨
大
地
震
や
集

中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
を
目
の

当
た
り
に
す
る
と
、
あ
た
り
ま
え

の
日
常
を
あ
っ
と
い
う
間
に
変
え

て
し
ま
う
怖
さ
や
不
安

を
、
私
た
ち
に
感
じ
さ

せ
ま
す
。

　

数
年
前
に
起
こ
っ
た

「
東
日
本
大
震
災
」。
テ

レ
ビ
画
面
に
繰
り
返
し

映
る
被
災
地
の
映
像

に
、
私
は
目
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
聴

覚
障
害
を
持
つ
主
人

に
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ

た
子
ど
も
三
人
と
、
も

し
も
、
こ
の
よ
う
な
大

災
害
に
遭
遇
し
た
ら
と

考
え
る
と
、
私
た
ち
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
、

と
て
も
不
安
に
な
っ
た

の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
を
し
て
い
た
私

は
、
小
学
校
行
事
で

「
親
子
で
防
災
」
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
約
百
五
十
名
の
親

子
が
参
加
し
、
防
災
対

策
課
の
指
導
の
も
と
、

非
常
食
の
試
食
を
し
た

り
、
段
ボ
ー
ル
で
避
難

所
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
の
中

　

伊
予
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で

は
、
市
内
小
学
四
年
生
を
対
象
に

少
年
期
か
ら
火
災
予
防
、
防
災
に

関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
集
団
行
動
や
規
律
を
身

に
つ
け
将
来
、
地
域
社
会
の
中
で

率
先
し
て
火
災
予
防
及
び
防
災
を

実
行
し
、
防
災
思
想
の
高
揚
、
普

及
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

人
の
育
成
を
目
的
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

伊
予
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活

動
内
容
は
、
年
間
行
事
に
基
づ
き

火
災
予
防
を
中
心
と
し
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
は
災
害
の
多
様
化
に
伴
い
、

火
災
だ
け
で
な
く
防
災
全
体
に
関

わ
り
を
も
つ
活
動
へ
と
充
実
さ
せ

て
お
り
ま
す
。

　

六
月
に
実
施
し
て
い
る
消
防
体

験
学
習
で
は
、
消
防
職
員
が
使
用

し
て
い
る
ホ
ー
ス
の
延
長
訓
練
や

空
気
呼
吸
器
を
ク
ラ
ブ
員
に
着
装

体
験
し
て
も
ら
い
、
消
防
に
対
す

る
好
奇
心
や
興
味
及
び
理
解
を
深

め
る
学
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
基
本
的
な
規
律
訓
練
を
実

施
し
、
結
束
力
を
高
め
て
お
り
ま

す
。

　

夏
期
研
修
で
は
、
将
来
発
生
が

予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
の
高

揚
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
夏
休
み

期
間
中
に
市
内
ク
ラ
ブ
員
が
伊
予

消
防
署
に
一
堂
に
会
し
、
実
際
に

災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
訓
練
塔
三
階
に
設
置
し
て
い

る
救
助
袋
か
ら
の
脱
出
訓
練
や
、

一
室
に
障
害
物
を
設
定
し
、
地
震

に
よ
る
建
物
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
た
濃
煙
内
か
ら
の
脱

出
訓
練
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火

訓
練
を
リ
レ
ー
方
式
で
行
い
、
ク

ラ
ブ
員
の
団
結
力
を
高
め
る
工
夫

を
し
て
お
り
ま
す
。
昼
食
に
は
、

大
規
模
災
害
で
被
災
し
た
食
生
活

を
体
験
す
る
た
め
ア
ル
フ
ァ
米
と

保
存
用
カ
レ
ー
を
使
用
し
た
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

体
験
に
よ
り
各
学
校
の
ク
ラ
ブ
員

だ
け
で
な
く
、
市
内
ク
ラ
ブ
員

の
仲
間
た
ち
と
友
情
を
深
め
、
豊

か
な
人
格
が
形
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

十
月
に
実
施
し
て
い
る
防
火
教

室
で
は
、
職
員
が
防
火
に
つ
い
て

講
話
を
行
い
、
火
災
が
発
生
し
た

場
合
の
対
処
方
法
や
、
身
体
保
護

の
要
領
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
大

で
、
防
災
や
減
災
に
は
様
々
な
手

法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
防
災
に
関
す
る
知
識
が

豊
富
に
あ
れ
ば
、
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
出
来
る
の
で
は
と
奮
起
し
「
防

災
士
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
半
年
後
に
は
、
愛
南
町

消
防
団
に
女
性
部
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
自
分
の
知
識
が

役
に
立
て
ば
と
入
団
。
部
長
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
と
て
も
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
団
員
も
子
育
て
真
最
中

の
方
が
多
く
、
仕
事
や
家
庭
の
都

合
も
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
全
員

が
揃
っ
て
活
動
す
る
事
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
礼
式

訓
練
を
実
施
し
た
り
、
研
修
会
を

行
っ
た
り
し
て
女
性
部
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

二
年
目
に
は
、
住
宅
用
警
報
器

の
学
習
会
を
行
い
、
町
内
の
独
居

老
人
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ち
ゃ

ん
と
説
明
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

と
、
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
お
年
寄
り
た
ち
の
あ
た

た
か
い
対
応
に
、
こ
ち
ら
が
安
堵

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
は
、

逆
の
役
目
な
の
に
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
。

　

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
、
も
っ

と
地
域
の
方
へ
防
災
・
減
災
の
啓

発
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち

女
性
団
員
が
学
習
を
積
み
、
自
分

た
ち
が
き
ち
ん
と
理
解
し
、
わ
か

り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
は

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
歩

み
を
続
け
る
こ
と
で
、
将
来
「
女

性
消
防
団
で
活
動
し
て
き
て
よ

か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
時
が
来

る
と
思
い
ま
す
。

　

発
足
三
年
目
。
ま
だ
ま
だ
日
々

勉
強
中
で
す
。

人
が
守
る
の
で
は
な
く
、
子
供
た

ち
自
ら
が
考
え
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
と
い
う
自
発
的
な
考
え

を
習
得
し
て
も
ら
う
よ
う
講
話
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
行
政

機
関
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ブ
員
の
学

校
、
家
庭
で
の
積
極
的
な
防
火
防

災
思
想
の
啓
発
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
ク
ラ
ブ
員
た
ち
の
行
動
で
大

人
た
ち
の
防
火
防
災
意
識
を
呼
び

起
こ
し
、
将
来
地
域
防
災
を
担
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

礼式訓練火災予防地区まわり
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日

（
木
）
に
久
万
高
原
町
消
防
団
本

部
拠
点
施
設
に
お
い
て
、
役
場
本

庁
職
員
で
構
成
す
る
本
部
消
防
隊

発
足
式
が
行
わ
れ
た
。
は
じ

め
に
河
野
町
長
は
「
住
民
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
迅
速
機
敏
な
出
動
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、

織
川
消
防
長
は
「
現
場
で
の

安
全
管
理
に
留
意
し
、
常
備

消
防
と
の
連
携
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

土
居
団
長
は
「
周
辺
地
域
の

消
防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
で
ほ
ぼ
解

消
で
き
る
。
現
場
で
は
冷
静

沈
着
な
行
動
を
と
っ
て
も
ら

い
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　

久
万
高
原
町
は
県
内
一
の
広
大

な
面
積
を
有
す
る
が
、
過
疎
高
齢

化
が
顕
著
な
こ
と
に
加
え
勤
務
地

が
久
万
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
地
区
で
平
日
の
昼
間
に

発
生
し
た
災
害
の
初
期
対
応
の
遅

【
消
防
豆
知
識
】

　

今
年
は
十
一
月
に
酉
の
日
が

三
回
あ
る
『
三
の
酉
の
年
』
と

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
三
の
酉
の
年
は
火

災
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

十
一
月
の
酉
の
日
を
順
に
一

の
酉
、
二
の
酉
、
三
の
酉
と
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
酉
の
日
は

十
二
日
ご
と
に
ま
わ
っ
て
き
ま

す
か
ら
、
十
一
月
の
一
日
か
ら

六
日
の
間
に
一
の
酉
の
あ
る
年

に
は
、
必
ず
三
の
酉
も
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
の
酉

が
あ
る
と
き
に
、
ど
う
し
て
火

事
が
多
く
な
る
と
い
わ
れ
る
の

か
、
そ
の
確
証
は
残
念
な
が
ら

な
い
よ
う
で
す
が
、
平
安
時
代

か
ら
始
ま
っ
た
酉
の
市
に
参
詣

す
る
男
性
の
足
を
引
き
止
め
よ

う
と
女
性
が
「
三
の
酉
の
あ
る

と
き
は
火
事
が
多
い
」
と
言
い

出
し
た
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

日
頃
か
ら
火
の
用
心
は
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
一
度
身
の
回
り
の
火
の

用
心
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

久
万
高
原
町
消
防
団

役
場
本
庁
職
員
に
よ
る
「
本
部
消
防
隊
」
発
足

れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
消
防
団
に
入
団
し
て
い
な
い

役
場
本
庁
職
員
に
協
力
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
課
長
か
ら
主
事
ま
で

の
十
五
人
が
入
団
し
、
本
部
消
防

隊
を
結
成
し
た
。

　

六
月
中
に
は
四
回
、
久
万
高
原

町
消
防
本
部
や
周
辺
の
河
川
等
で

ポ
ン
プ
運
用
や
火
災
想
定
訓
練
等

を
実
施
し
、
七
月
以
降
の
平
日
勤

務
中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

出
動
し
、
火
災
時
に
は
主
に
ポ
ン

プ
車
を
使
用
し
元
ポ
ン
プ
と
し
て

送
水
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
夜
間

や
休
日
に
発
生
し
た
災
害
に
つ
い

て
は
、
居
住
地
の
分
団
の
補
助
や

情
報
収
集
、
後
方
支
援
等
の
活
動

を
行
う
。
ふ
る
さ
と
創
生
課
の
菅

壮
一
郎
本
部
消
防
隊
長
は
、「
高

齢
化
が
進
む
町
で
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
常
備
消
防
と

協
力
し
て
活
動
に
あ
た
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

事
務
局
だ
よ
り

会　　長 久万高原町消防団長 (公財）日消　理事

業務執行理事 西条市消防団長

業務執行理事 松山市消防団長
(公財）日消　評議員
消防団確保対策員
会委員

業務執行理事 大洲市消防団長

理　事 県市長会会長（八幡浜市長）

理　事 県町村会（愛南町長）

理　事 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理　事 県消防長会会長（松山市消防局長）

理　事 県消防長会（西条市消防本部消防長）

理　事 県消防長会（愛南町消防本部消防長）

理　事 今治市消防団長

理　事 新居浜市消防団長

理　事 伊予市消防団長

理　事 八幡浜市消防団長

理　事 西予市消防団長

評議員 久万高原町消防本部消防長

評議員 西予市消防本部消防長

評議員 今治市消防副団長

評議員 新居浜市消防副団長

評議員 西条市消防副団長

評議員 四国中央市消防団長

評議員 上島町消防団長

評議員 松山市消防副団長

評議員 東温市消防団長

評議員 久万高原町消防副団長

評議員 松前町消防団長

評議員 砥部町消防団長

評議員 内子町消防団長

評議員 伊方町消防団長

評議員 松野町消防団長

評議員 鬼北町消防団長

評議員 愛南町消防団長

監　事 四国中央市消防副団長

監　事 松山市消防副団長

監　事 宇和島市消防団長

支部幹事 東予支部・西条市消防本部

支部幹事 中予支部・松山市消防局

支部幹事 南予支部・大洲地区（組）地区消防本部

平成２９年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員
評議員任期　H27.5.19～H31.5.定時評議員会終結の時まで

理事・監事任期　H28.5.17～H30.5.定時評議員会終結の時まで

（平成29年5月19日現在）

役　職 氏　名 所　　　　　属 備　　　考

土居　 敏夫

萬條　 　 裕

井戸　 善昭

中川　 一夫

大城　 一郎

清水　 雅文

永井　 　 孝

鵜久森政則

宮武　 髙志

若林　 弘武

山本　 明德

堀田　 　 公

亀岡　 　 誠

菊池　 眞策

佐伯　 茂喜

織川　 真二

西川　 　 傳

越智　 勇清

飯尾　 　 始

高橋　 公一

山川　 彰夫

田中　 富造

青野　 光男

森　 　 光夫

長山南海男

池内　 勝彦

後藤　 英治

髙橋　 賢次

吉田　 兼治

岡本　 純一

二宮　 　 悟

松岡　 増幸

曽我部光夫

大西　 浩司

山下　 忠文

髙橋　 浩三

藤井　 通人

二宮　 賢三

本部消防隊発足式

ポンプ運用訓練

火災想定訓練


